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文
法
論
の

構
想
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宮ト

要

旨

=唱曲
ユ
口町
ω
官。口
町 "
を
文
字
ど
お
り
「
説
話
(
文)
の
部
分」

(
文
の
成
分)
と
し
て
と
ら
え 、
文
の
成
分
の
構
造
を
記
述
し
よ
う
と

い
う
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る 。
そ
の
た
め
従
来
の
文
法
の
単
位
観

点』
変
え 、
文
の
成
分
の
最
小
の
単
位
を
「
語」、
語
の
基
幹
を
な
す

形態
素
を
「
語
基」 、

間割
を
屈
折
・
派
生
さ
せ
る
働
き
を
担
う
形

態
素
を
「
辞」
と
し
て 、
日
本
語
の
す
べ
て
の
語
基
と
辞
の
う
ち
の

助
辞
を
語
構
成
上
の
機
能
に
よ
っ
て
分
類
し 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
基
が

ど
の
よ
う
な
助
辞
と
結
合
し
て 、
ど
の
よ
う
な
方
法
で、
ど
の
よ
う

，
な
誌
(
文
の
成
分)
を
形成
す
る
か
を
概
観
し
た 。

文
法
学
の
対
象

文法論の構想

回円、Oの出
と
、H，HN〉の何回N
は、
「一言
語
は
音
声
象
徴(
g口巴
ζ自『or)

の
体系
令
官Zgm)
で
あ
る」
と
規
定した
上で 、
体
系
や
文
法につ
い
て
次

の
よ
うに
説
明して
い
る 。

言
語は
体
系で
あ
る 。
乙
の
点 、
宗
教・
法
典・
礼
儀
作
法といっ
た
無

形
の
文
化と
変わり
が
ない 。
体
系
は
決して
直
接に
観
察するζ
と
が

で
き
な
い 。
そ
れ
は 、
最
上の
分析に
よっ
て 、
観
察可
能
な
行
動の
特

フに本木

健

岡

性
を
順
序よ
く

記
述
した
もの
で
ある 。
(中
略)
同
様に 、
言
語の
文

法は 、
あ
る
社
会で
人々
が話
す
方
法
||

種々
の
場
面で
人々
が
発
す

る
音
声およ
び
音
声に
伴な
う
行
為
ーーを

単
純に
順
序よ
く

記
述
する

もの
で
あ
る 。

言
語
本
質
観
を持
ち
出して
言
語
現
象
を演
鐸
的に
説
明する
立
場
をと
れ

ば
と
も
か
く 、

実
際上 、
「
言
語」
とい
う
体系は 、
直
接つ
か
まえ
ると
と

がで
き
ない
とい
うの
が
真
実だ
と
思
う 。
回FOOE
と
、H，HN〉の
巴μ
がい

うよ
うに 、
っ
か
ま
え
る乙
と
の
で
きるの
は 、
人々
の
発する
音
声およ
び

音
声に
伴な
う
行
為 、
つ
ま
り
「言
語
形
式」
の
函に
すぎ
な
い
の
で
あっ

て 、
言
語
体
系そ
の
もの
で
は
ない 。
そ
の
点 、
文
法
学とい
うの
は 、
「
言

語」
の
名に
おい
て
「言
語
形
式」
を
対
象と
して
お
り 、
言
語
形
式が
意
味

や
文
脈
に
応じ
て
変
化
する
規
則
を
記
述
する
学で
あると
考え
る 。

文
法
学を
設
計
するに
は 、
「言語と
は
何か」
「
文
法と
は
何か」
「
文
法

学と
は
何か」
とい
う
議
論か
ら
始め
な
ければ
な
らない
が 、
こ
と
で
は
そ

の
余
裕がない
の
で 、
以
上 、
簡
単に
して
明
瞭な
切F00出
と
叶河〉の何回N

の
説
を
借りて 、
以
下に
述べ
る
文
法論の
立
場
を
明らかに
して
置
く
次
第

で
あ
る 。
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文
法
論
の
問
題
点

明
治以
降の
文
法
論につ
い
て 、
枠
組みの
基
礎の
部
分で
疑
問に
思
う
所

が
少な
くない 。
以
下、
疑
問に岡山
う
所
を
挙げ
て
み
る 。

-

品
詞
諭
の
性
格

日本
の
文
法
論
が
西
洋の
文
法
論
(ラ
テン
語 、
オ
ラン
ダ
語 、
英語 、

ド
イ
ツ
語
な
ど)
をモ
デル
に
して
組
織さ
れたと
と
は
明ら
か
で
あ
る

が 、
西
洋の
ヨ
ミ唱
す]O同可
(
形
態論)
に
倣っ
た
は
ずの
「
品詞
論」
が

ヨロ吋司yo一。同可
と
は
全
く
違っ
た
性
格の
もの
に
なっ
て
し
まっ
た 。
乙
の

と
と
応つ
い
て
は
阪
倉
篤
義
博士
が
『
国
語
学大
辞
典』
の
「
文
法」
の
項

に
指
怯附
して
お
ら
れ
る
と
お
りで
ある OBO
Gro-o凹可
とい
うの
は本
来 、

々
己
目
の
基
礎
部
円
で
あっ
て 、
性・
数・
格・
人
称・
時制・
相・
法

・
態な
どの
語
構
成(HY冊目円円
EZ3
0向
者。
三凹)
の
問
題
を
扱
う
部
円

で
あ
る 。
とこ
ろ
が 、
日
本の口問
詞
論
は 、
用
言の
活
用と
助
詞
助
動
詞の

用
法と
意
味に
重
点を
置き 、
語
構
成つ
ま
り
文の
成
分
形
成
法と
は
無
関

係な
辞
書
的な
仕
事に
なっ
て
い
るの
で
あ
る 。
こ
のこ
とにつ
い
て
は 、

早
くか
ら
反
省
が
あ
り 、
大
槻
文
彦
博士
自
ら
次の
よ
うに
語っ
て
い
る 。

余
が
文
典
中に
助
動
詞 、
手
繭
波 、
感
動
詞、
接
尾語
等 、
語
を
尽

して 、
列
挙
して
説き
た
る
も 、
実
は 、
辞
書の
範
囲に
入
れ
る
嫌ひ

あ
りて 、
文
典の
体
裁を
失は
むの
恩ひ
ある
な
り 。
然れ
ど
も 、
斯

くせ
ざ
れ
ば 、
意
義を
別
ちか
ぬべ
く
も
思
ひ
た
れ
ば 、
然
せ
し
な

り 、
巳
むこ
と
を
得
ずして
な
り 。
(『広日
本文
典
別
記』)

言
語
学
者で
あ
る
大
槻
博士
は
十
分に
承
知
して
い
な
が
ら 、
日本
の
現
実

に
合
うよ
うに
辞
書
的
要
素を
強
くさ

れた
よ
うで
ある 。
そ
し
て 、
乙

の
文
法論
がそ
の
後の
方向を
決
定
した
た
め
で
あ
ろ
う
か 、
品詞
論
は

B
RMvroF
号、
を
離
れて 、
つ
い
に
ミロSH
の
基
礎
部
門と
して
の
性
格

を
失っ
て
し
まっ
たの
で
ある 。

2

宮崎仲
良
遣。市内『
と口問
詞

江
戸
か
ら
明
治の
初
期に
か
けて
は 、
同区三口問ω
宮町
与
を
「
説
話の
部

分」
と
訳して
い
た 。「
品詞」
とい
う
訳語よ
り
も
原語に
忠
実で
あ
り 、
意

味
も
明
確で
あ
る 。
松下
大三
郎
博士だ
け
が一
貫して
宮江
氏
名冊目
与

を
「
説
話の
部
分」
(文の
成
分)
と
解し 、
西
洋
文
法の
日O
G
E-
au、

に
合
わせ
て 、
「詞
論」
で
は
徹
底
して
語
構
成
(「詞の
格」
と
「詞の

相」)
を
説い
てい
る 。
品詞
論で
語
構
成
(名
詞の
格や
動
詞の
法・
態・

相・
時
制な
ど)
を
扱
わな
くなっ
たの
は 、
松下
博士の
指
摘の
と
お
り

「
品詞」
とい
う
訳語の
た
め
で
あ
ろ
う 。
や
は
り
「
語」
を
成
分の
最
小

単
位と
見て 、
文
法
論
を
組
織したい 。

3

文
法
の
単
位

助
辞の
位
置
付
け
を
め
ぐ勺
て
|

文
法を
記
述
する
単
位の
設
定は
文
法
論の
基
礎で 、
文
法研
究の
出
発

点で
ある 。
と
乙
に
代
表
的な
文
法
論の
単
位を
比
較
して
み
る
と 、
表1

2 

八
表1
V

時枝本橋 松 山
下 国

/ ど
原 形肯E
E平 素

宝ロ五日 宝ロ五ロ 宝ロ五日

/ 詞 宝関E 口
(句) 文節 / / 
文 文 X 文

句断 句 文

/ / / 文章 文
z主t宇己L 

の
よ
うに
な
る 。
そ
れぞ
れに
特色
が
ある
が 、
最
も
問題に
な
る
の
が

「
助
辞」
の
扱い
で
ある 。
四人
四
様で
あっ
て 、
乙
の
助
辞の
認
識の
違



い
が
召
巴
オO
L。
と
い
う
単
位、I
G
い
て
は
史
法
哉の
体
系
金
傾
向
桝かll1
if
--
ぺ
表引ι，
川w
ile-'

わっ
て
き
てい
る。
松
下
説
は
「
詞」
を
「
説
話の
部分」
と
見
るた
め 、

roEロ門田町OHHHH(
結
合
形
式)
で
あ
る
助
辞
を
「
詞」
と
認
め
ず 、
原
辞
(
形

態
素)
に
入れ
る。
山
田
説
は
「語」
を
「
談
話
文
章の
構成
の
第一
次の

分
解
に
よ
り
て
生
じた
る
要
采」
と
定
義
しな
が
ら 、
助
辞
(
関
係
語)
を

「語」
に
含
めた
の
は
矛
盾
で
あ
ろ
う。
橋
本
説
は
「語」
を
文
節
(
文
の

成
分)
の
構成
要
素
と
し、
自
立語
と
付
属語
を
対
等の
位
置
に
置い
た
の

は
松
下
説の
原
辞
に
近い
考
え
方
だ
が、
一
方
「詑
巴
と
「
文
節」
とい
う

レベ
ル
の
異な
る
単
位
を
同一
視
す
る
傾
向
が
見
られ
る。

「
研
一倒
的:
単
独
で
述
智
とな
る
もの

詞{

「
主語
とな
る
もの:::-
j
i---
j
i---
j
i--・:体一言

F
活
用
せ~

、
割
制
剣
割け計

f

一

「
修
飾
接
続
す
る
もの・・
・

副
用
言

ぬ
もの一

一
4
2
2
車-1
11

一担
割
剖
制
引制
もの{戸

修
飾
接
続
せ
ぬ
もの:::
感
動
詞

用

文法論の構想

有
名な
品語
分
類
表で
あ
る
が、
傍
線の
機
能
は
文
節
の
機
能
で
あ
り、

語の
分
類
を
文
節
の
機
能
に
よっ
て
行な
うの
は 、
レベ
ル
の
異な
る
単
位

の
同一
視
で
あ
ろ
う。
時
枝
説
は 、
「
詞」
と
「
辞」
がい
か
にそ
の
機
能

を
異
に
す
る
か
を
強
調
し
た
文
法
で
あ
る
の
に、
な
ぜ
両
者
を
閉
じ
「語」

に
括っ
て
し
まっ
た
の
か、
語
と
は
何か
が
分
か
り
に
くい。

4

文
法
単
位
の
次
元
辞
|1

体
言-
m
言
||

副
用
語

現
在の
文
法
論
で
は 、
次の
よ
う
に
次
元の
異な
る
単
位
を
「語」
と
し

て
放っ
てい
る。
表2

辞
と
体言・
用言
と一副
用語
は 、
明
ら

か
に
単
位の
次
元
が
異なっ
て
お

勺 。
次
元
が
異な
る
と
い
う乙
と
は 、
文
法
機
能
が
異な
る
と
い
う乙
と
で

分
成
の

そ ない結
合

造を 他
と

。 形式
ι る 合

し
体言 。 王ヰ 成

分- 自
て 用 立 を、 言 し 形

成
成 る 自 す分

を
が 立

体壬--
る、 す 要造 辞 る 素

る と 乙 用。 合 と 三E舌コし も
て あ

い成 す
う さ で 高IJ 成。 れ に

語
た

分
成 用

形 』ζ 宝ロ五ロ 分
を 形

あ
る
が、
とれ
ら
を
同
じ
「語」
に
括
るの
は
不
都合
で
あ
ろ
う。

5

副
用
語
の
権
造

体言
の
場合
は 、
「
花」
とい
う
名
詞
に
助
辞
が
付い
て、「
花
が
花
を

花
に
花へ」
な
どの
文
節
を造
る
と
説
明
され
る。
副
用語
の
場合
「い

つ」
や
「 それ」
が
取
り
出
せ
て
も、

い
つ
か

い
つ
も
い

つ
し
か

い
つ
ぞ
や

それ
で・

それ
で
も

それ
と
も

それ
な
ら

な
ど
は 、
「い
つ」・「 それ」
に
よっ
て
で
きた
文
節
と
は言
わない。
す

で
に
副
詞・
接
続
詞
になっ
て
し
まっ
た
の
で
あっ
て、
乙れ
ら
は
別々
の

語
とい
う乙
と
にな
る。
同
じ
く 、

O
さ
も
ーな

が
ら
ー

ほ
ど

かーほ
ど
ー

ば
か
り
iょ

う

か
くー
も
ー

ま
で
l

て

O
ひ
らー
に
も
ろー
に
さ
らー
に
っ
とー
に
す
でー
に
現ー
に
厳

ー
に
単ー
に
特ー
に
暗l
k
実ー
に
牢ー
と(して)
頑1
と(し

て)
主lと(し
て)

の
よ
うな
結
合
形
式の
形
態
素
(傍
線)
も
取
り
出
す乙
と
が
で
き
る
し、

構造
的
に
は体言
の
成
分
形
成
と
変
わ
り
がない
が、
た
だ
現
在の
文
法
論

3 



辞・
静助
辞」
とい
うの
は「
原
辞」
(形
態素)
につ
い
ての分
類
で
あ

る

と見て
い

る。
確か
に
体
言・
用
言は、
文の
成分
(話)
の
構
成要
素で

あっ
て、
成分
に
する
ため
に
は、
何
等
かの
操
作を
加
え
な

け
れば
な
ら

な
い。
た
とえ

ば、
用
言は、
「種々
の
断続
の
関
係を
自ら
の
形
に
よっ

て
示
す」
(橋
本)
とか、
「
素
材表
示
の
職
能
と関
係
構
成の
職
能を
も

つ」
(渡
辺)
とか
言
わ
れる
が、
ほ
ん

と
うに
そ
うだ
ろ
うか。

矧刺

「川口
行き

可
行

く。

行
く
行

け

右
の
活
用
形の
うち 、
少
な
く
とも

傍
線の
語形
は
自立
し
な
い
結
合
形
式

で
あっ
て、
自らの
形
で
意
味を
現わ

さ
な
い

ば
か
り
か
断続
の
関
係
も
示し

て
な
い。
自立の
可
能
性の
ある
語形

で
も、行き

て
行
くの
に
行
くけ
れ

ど
も
行

けば

とな
る
と、
用
言は
素
材
表
示
だ

け

で、
関
係
構
成の
役
目
は助
辞
が
担っ

て
い

る。
体
言につ
い
て
は
尚
更で
あ

り、
結
局 、
体
言・
用一言の
文法
単
位

とし
ての
位
置
は、
認
(文の
成
分)

の
構
成要
素で
あっ
て、
形
態
系の
レ

ベ
ル
とい
うの
が
適
当で
あ

る。

派
生
と
屈
折

6 
で
は
吃
の
構
造を
問
題に
じ
な
い。
乙
の
種の
成分
の
構
造を
記
述
するζ

とも
文法
論の
使
命で
あ
ろ・っ 。

体
言・
用
言
の
単
位

松
下
侍土
は、
『
桜
準日
本口
語法』
に
「日
本
文
典に
は
旧
来
原
辞の

紙
念
が
有っ
て
詞の
概
念
が
無
かっ
た」
と言い、
「
体
言・
用
言・
動
助

〈
表3
V

行 マ|マI�I マ|マI�I t;171 �I �I �l �l �I羽羽íl 至ロ五口

行
く 基

ば の そ よ そ る う ま た ま た た れ せ な 一ñ寸I く か つ つ つ い す が い るる い きり る L-

反 体日
ー--， 止I I I I rr ?と覆 L- が た れ せ な き

IC IL 一寸 り く く
よ

転成ま
で

て〉 す
な I I 戸f丁て L- fこ

冨リ fこ 一
り
寸 カ

りま
れ せ き

用 は カf な な な
至回五目 準 し り な が が カf

し、 り り りiζ 用 L- カ1
形 し を り
成さ fこ 伴語 Tょ ま | よん I I I な

| 行れ 形 ーコ て た れ せ てコ
Tこ で て し を く て て く て
語形

、
体ー
と
= 

用 て て て て
IC |

う
| ま

I I
ま

I L I I I な| イ丁
同 準 る た 訟�. た れ せ く
じ 用

す い す る い るる い
方

法 る と。
で
分成を

14走I I I I ñ 丁れ た が た れ せ な け
ばば ら す れ け れ れ け

形
成

れ ば れ ば ば れ
ぱ ば ば

する まえ れ | せ| 
イ戸丁。 けせ が よ よれ

4 
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語
構
成(
文の
成分
形
成)を
記
述
す
る
の
に 、
「
屈
折」
S白骨n氏
自
と

「
派
生」
骨同一
言江口ロ
とい
う
概
念
は
重
要で
あ
る
が、
松
下
文法を
除い
て

は
乙
れを
取
り
上
げ
た
文法
論
が
な
い。
動詞の
活
用を
例
とし
て 、
二
つ
の

機
能を
見
る
と〈
表3
〉
の
よ
うに
な
る 。

表3
の
右
の
縦の
変
化は、
語
基
「
行
き」
が
活
用
し
た
り、
助
辞を
伴な

っ
た
り
し
て
成分を
形
成す
る
方
式 、
つ
ま
り
屈
折で
あ
る 。
上の
横の
変
化

は
同
じ
く
語
基
「
行
き」
を
ベ
lス

とし
て 、
複
語
尾(な
い 、
せ
る)・
形
式

語
(ょ
う 、
そ
う)・
助
辞
(の 、
だ
け)
を
伴
なっ
た
り 、
あ
る
い
は
転成

人
行
き
と'

滑
り)
・

反
覆
(
行
く
行
く)
し
た
り
し
て 、
別
偲
の
周一一zロ・
体
言・

副
用
語を
造
る
方
式 、
つ
ま
り
派
生で
あ
る 。
派
生
し
た
語
基
は
用
言に
派
生

す
れ
ば
用
言の
方
式で 、
ま
た
体
言に
派
生
す
れ
ば
体
言の
方
式でべ
屈
折
し

て
成分を
形
成す
る 。

松
下
文法
で
は、
屈
折を
「
詞
の
格」 、
派生を
「
詞
の
相」
と
呼び 、
そ

の
「
詞
論」
は
ま
さ
し
く
「
語」H唱O
EH
M恒三
え
8
80rH
文の
成分
の

形
成法
の
研
究に
なっ
て
い
て 、
「
詞の
相
関
論」
(凹『ロSH)
の
基
礎
部分
と

し
ての
性
格を
もっ
て
い
る 。

文
法
論
の
単
位
と
部
門

文法論の構想

明
治
以
降の
文法
論の
反
省に
基づ
い
て 、
田
中
義
廉
(『小
学日
本
文
典』

明
七)
や
松
下
大三
郎
が
考え
た
よ
うに
品
詞
論を
本来の
BO
G
ZZ
E，
に

戻し 、
乙
れを
語の
構
成、
つ
ま
り
文の
成分
の
形
成を
記
述
す
る
部
門
とし

た
し 。そ

の
た
め
に
は、「
語」を
文の
成分
の
最
小の
単
位
と
規
定し 、
そ
の「
語」

の
構
成要
素
とし
て
働い
て
い
る
ものを
「
語
基」
と「
辞」
とに分
ける乙

とが
必
要だ
と思
う 。
現
在
普
通に
使
わ
れ
て
い
る
品
詞
に
関す
る
用
語
と対

比し
て一不
す
と
次の
よ
うに
な
る 。

語H
最
小の
文の
成分

副
用
語の
類
(副
詞・
接
続
詞・
述
体

調)体
言・
用
言
の
類

助
辞・
復
語
尾・
接
頭
辞・
接
尾
辞の

類

乙
れに
「
文」
を
加
え
る
と、
文法
の
単
位は
「
文」
「
語」
「
語
基」
「
辞」

の
四
段
階
とな
る 。

次に 、
文法
論の
部
円で
あ
る
が、
と
れ
は
当
然 、
設
定し
た
単
位に
よっ

て
立
て
ら
れ
る
乙
とに
な
る 。
と
と
で
は、
ど
う
し
て
も
取
り
上
げな
けれ
ば

な
ら
な
い
と思
う
項
目の
概
略だ
けを
示し
て
お
く 。

一

形
態
論
(
語
構
造
の
記
述)

A
形
態
素研
究
1

問闇割削樹矧
2

形
態
素
と異
形
態
3
形
態

町一品の
結
合

B

諾
構
造
研
究
1

詞刷樹樹
(
派
生
と

町制)

2
語
の
種
類

二

統
語
論
(
語
結
合
の
記
述)

A

成分
研
究

1
成分
の
構造
2

成分
の
種
類

B
文
研
究

1
文の
構造
2
文の
種
類

そ
れで
は
次に 、
右
の
部
門の
中か
ら
傍
線を
引
い
た
項
目の一
部を
な
る

べ
く
具
体
的に
述べ
て
大
方のど
批
判を
得た
い
と思
う 。

語
基H
第一
種の
形
態
系

辞H
第
二・
第三
種
形
態
系

形
態
素
の
種
類

||話基の分類
11

形
態
素は、
大き
く
次の
三
種
に分
けら
れ
る 。

第一
一種
語
基
(
語
の
基
幹
を
な
す
形態
系 、
自
立
形式
と
結
合
形式
が
あ

る)

5 



第
二
種

派
生
辞
(
語
基
に
付
い
て
派
生
語
基
を
造
る
結
合
形
式)

第
三
種
屈
折
辞
(
語
基
に
付
い
て
屈
折
語
を
造
る
結
合
形
式 。
日
本
語
で

は
助
辞)

形
態
素は、
「
有
意
味の
最
小
言
語
単
位」(BZ一szg
g
g口広
札口-
EX)

で 、
要
す
る
に
語の
構
成要
素で
あ
る 。
語
構
成上の
機
能の
違
い
に
よっ

て、
右
の
三
種
に分
けら
れ
るの
で
あ
る
が、
乙
こ
で
は、
ま
ず日
本
語
に
お

ける
「
語
基」を
分
類
し 、
次に
「
屈
折
辞」
を
分
類
し
て、
乙
れ
ら
が
どの

よ
うな
方法
で
「
語」H
文の
成分を
形
成す
る
かを
考え
た
い
と
恩
う。

日
本
語の
語
基を
分
類
す
る
に
は、
ま
ず
和
語
系の
単一
語
基
(一
形
態
素

か
ら
な
る
語
基)
に
よっ
て
行
な
うの
が
能
率
的で
あ
る 。
と
い
うの
は、
和
語

系の
単一
語
基
は、
屈
折法・
派
生法
が
変
化
に
富
み 、
し
か
も
そ
の
規
則
が

極
め
て
厳
格で
あ
るの
に
対
し
て、
漢
語
系・
外
来
語
系の
語
基
は、
和
語
語

基の
屈
折法・
派
生
法
の一
部を
用
い
て
語
(成
分)
を
形
成し
てい
る
に

過
ぎ
ず 、
し
か
も
規
則
が
緩
や
か
で 、
一
つ
の
語
基で
二
つ
以
上の
機
能を
兼

ね
る
もの
も
少
な
く
な
い 。
た
と
え
ば
「
損」
と
い
う語
基
が、
「
損を
か
け

る」
「
損
す
る」
「
損なζ
とを
し
た」
と
なっ
た
り
す
るの
が
そ
れで
あ
る 。

ま
た、
和
語
系の
複
合
語
基
は、
単一
語
基の
複
合
し
た
もの
で、
単一
語
基

の
語
形
成法
以
上
に
は
出
ない 。
し
た
がっ
て、
ま
ず
和
語
系
単一
語
基を
語

形
成上の
機
能
に
よっ
て分
類
し 、
他
は
そ
の
機
能
に
合わせ
て
整
理
す
れ
ば

い
いと
と
に
な
る 。

次
に 、
語
基を
分
類
す
る
に
は、
自立
形
式
と
結
合
形
式で
異
な
る 。
自立

形
式の
語
基
は、
そ
の
屈
折法、
つ
ま
り
自立
した
り(ゼ
ロ
屈
折) 、
辞を
伴

なっ
た
り、
活
用
し
た
り
し
て
な
さ
れ
る
語
(成
分)
の
形
成法
の
特
質に
よ

っ
て
行な
う。
ま
た、
結
合
形
式の
語
基
は、
そ
の
派
生法
と
屈
折法
の
特
質

に
よっ
て
行な
う。
た
と
え
ば 、「
高l」
は
「
|い 、
ーさ 、
l

ま
る・
め
る」

な
どの
接
尾
辞 、
「乙t」
は
「
l

れ、
ーと 、
ー

ち 、
|の」

な
ど
の
接
尾
辞

に
よっ
て
派
生
し 、
「さl」
は
「
|ぞ 、
ー

も 、
|

刷出 、
lる」

な
どの
辞

や
形
式
語
に
よっ
て
屈
折
し 、
語
基に
よっ
て
そ
の
派生
と
屈
折の
規
則に
違

い
が
あ
る 。

そ
れで
は、
次
に
和
語
単一一語
基の分
類の
結
果を一不
し 、
そ
の
あ
と
に
和

語
複
合
語
基・
漢志向・
外
来
語を
加え
た
表を
作
製
す
るζ
と
に
す
る 。

A

自立
語
基

1

体

言

日

月

春

秋

山

川(ー
が

ー
を

l
へ
な
ど
の
助
辞

に
よ
っ
て
語
を
形
成)

2

用

言

行
き

起
き

受
け

来

為
(
活
用
と
助
辞
に
よ
っ
て
語

を
形
成)

3
情
態
言
新
た
平
ら
うつ
ろ
お
ろ
か
(「ーだ」
や
「lk」
に

よ
っ
て
語
を
形
成)

4

副
用
語
な
お
つ
い
な
ぜ
も
う
も
し
(そ
の
ま
ま
語と
し
て

機
能
す
る)

5
感
動
語
あつ
い
い
え
うん
え
え
お
い
(そ
の
ま
ま
文と
し

て
機
能
す
る)

B
結
合
語
基

6
体
言
結
合
語
基

a
親
族
名
称語
基
ーとl
lかl
l

じ1
1

ばー

にi
iねl

(と
う

さ
ん 、
お
っ
か
さ
ん 、
じ
じ
な
ど 、
接
辞
を
加
え
た
り
反
復
し
た
り
し

て
種
々
の
語
形
を
と
っ
て
体
言
に
派
生 。

自
称
・

対
称
・

他
称
の
い
ず

れ
に
も
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
特
色
が
あ
る)

B
不
完
全
体
言
(
鈴
の)
劃

捌
(
の
手)

樹
(
の
木)

到
(
に
受け

る)
(
自
立
性
の
衰
弱
し
た
体
言
で、

屋
敷
・

相
手
・

袷
扇
・

真
向
か
い

6 



文法論の構想

な
ど
複
合
語
基
の
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
る)

7

数
詞
語
基
ひ
と1(
つ)

ふ
た
よ
り)

み1(
え)

よl(つ)

い
つ

ー(
か)
(
特
定
の
接
尾
辞
に
よ
り
休
言
に
派
生 。

た
だ
し
「
あ
と
五
日
待

っ
て
く
れ
」
の
よ
う
に
自
立
形
式
の
休
言
に
な
い
周
法
が
あ
る)

8

指
示
語
基
乙
1(乙)

そ1(
れ)

あl(
ち)

どi(
の)

乙
l(

ん

な)

そl(
う)

あl(
ら)

か
i(

の)

わ1(
が)

た1(
れ)

い
ず1

?
と)
(
特
定
の
接
尾
辞
そ
の
他
の
方
法
で、
体
言
・

情
態
言
・

副
用
語・

感
動
語
な
ど
に
派
生)

9
用
言
結
合
語
基

a
行
か1(
せ
る)

行
っ
i(

た)

行
乙
l(
う)
(
後
語
尾
に
よ
り
用
言
に
派

生)
B
行
け
よ
る)

伸
ば1(
す)

浮
かl(
す)

浮
か1(
ぷ)
(
接
尾
辞
に
よ

り
可
能
・

他
動
・
自
動
な
ど
の
用
言
に
派
生)

印

形
容
語
基

高1(
い)

寒l(
さ)

薄l(
ま
る
・

め
る)

嬉
しl(
が

る)

清i(
ら
か)

早
々
(
特
定
の
接
尾
辞
や
反
復
に
よ
り
体
言
・

用
言

.
情
態
言
・

副
用
語
に
派
生)

日

情
態
語
基
し
ずl(
か
ー
さ)

ひ
そl(
ま
る
・

め
る)

ほ
の
1(

め
か

す

)

は
る1(
か)

し
ずiし
ず
(
特
定
の
接
尾
辞
や
反
復
に
よ
り
休

一
言
・

用
言
・

情
態一- 一一-口
・

副
用
語
に
派
生)

ロ

象
徴
語
基

ぽ
っ

ぽ(
鳩)

ど
ろ
ど
ろ(
雷)

き

らl(
め
く)

き
ら

き
らl(
す
る)

ひ
り1(
つ
く)

ふ
ら
ふ
らl(
な)

き
ら
り
ょ
と)

き

ら
っ
t(
と)

き
ら
き
ら
(
転
成
・

接
尾
辞
・

反
復
な
ど
の
方
法
で、
体

言
句

用
言
・

抽出
態
言
・

副
用
語
に
派
生)

日

副
用
語
基
い
か1(
に 、
ほ
ど 、
ば
か
り 、
な
る 、
が)

さ
人も 、

ぞ 、
ほ
ど 、
る)

し
か
よ
し 、
も 、
る
に)

か
よ
ほ
ど 、
ば
か
り 、
ょ

う)

も
ろ1(
に)

ひ
らl(
に)

は
つ
1(

に)

助
辞
や
形
式
語
に
よ
り
副
用
語
に
屈
折)

以
上 、
屈
折法
(成
分
形
成
法)
と
派
生法
と
に
よっ
て、
和
語
単一
語
基

を
分
類
し
た
が、
派
生
に
よっ
て
生
じ
た
体
言・
用
言・
情
態
言が
自立
形
式

の
体
言・
用
言・
情
態
言と
同じ
規
則で
屈
折
し
て
語
(成
分)
を
形
成す
る

乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。
な
お 、
蛇
足で
あ
る
が、
器開
基の
「
反
復」
は、

「
国々

、
島々

、
人々
」
の
よ
うに
複
数
形の
派
生垣間
基を
造
ると
と
も
あ
る

が、
「
色々

、
行
くl

行
く 、

高々
、

ほ
の1ぼ
の、
ど
んlど
ん」
な
ど
屈
折を

起乙
すこ
と
が
多い。

そ
れで
は
和
語
複
合
語
基
お
よ
び
漢
語・
外
来
語の
語
基を
含め
て、
以
上

の
屈
折・
派
生の
法
則に
基づ
い
て
語
基の
分
類
表を
造
る
と
八
表4
V
の
よ

う
に
な
る 。

(
結
合
形
式
で
あ
る
が 、

和
語
単一
語
基
と
和
語
複
合・
漢
語・
外
来
語の
語
基とを
比
べ
て
み
る

と 、
自立
語
廿誌に
関
し
て
は、
前
者に
は
同じ
語
基で
体
言・
用
言・
情
態
言

の
機
能を
兼ね
る
もの
が
殆ど
な
いの
に
対
し
(VT
印
をつ
けた
も
の
位か)

後
者
に
は
兼
用
す
る
もの
が
極
め
て
多
く、
語
基の
文法
的
機
能
が
不
安
定で

あ
る 。
ま
た
和
語
複
合
語
基に
は
さ
す
が
に
用
言が
あ
る
が、
漢
語・
外
来
語

語
基
は
「
す
る」
に
よっ
て
用
言に
派生
し 、
和
語の
よ
う
な
用
言は
な
い。

ま
た
漢
語
と
外
来
語
と
で
は、
漢
語
語
基
が
副
用
語
に
な
り
得る
点 、
和
語の
文

法
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
る 。
次に 、
結
合
語
基に
関
し
て
は、
外
来
語
語

基
は
極
め
て
貧
弱で 、
正
式に
日
本
語の
語
基
と
認
め
て
い
い
かど
うか
疑
問

に
思
う
もの
ば
か
り
で
あ
る 。
そ
れに
対
し
て
漢
詩
語
基
は
結
合
語
基の
分
野

に
も
進
出
し 、
特に
数
詞
語
基
は
和
語
語
基よ
り
も
優
勢で
あ
る
が、
他は
語

数
も
少
な
く
用法
も
限
ら
れて
い
る 。

要
す
る
に 、
日
本
語
に
お
ける
語
(成
分)
の
形
成法
は、
和
語
単一
語
基

7 
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語
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日
本語
の
「
辞」
に
は 、
助
辞・
複語
尾・
接
頭
辞・
接
尾
辞
な
ど
が
数
え

られ
る
が、
と
こ
で
は
「
助
辞」
の
分
類
を
試
み
た
い
と
思
う。
と
い
うの

は 、
上
記
の
「語
基」
が語
(
成
分)
に形
成
され
る
に
は 、
自
立
す
る
場合

と
活
用
す
る
場合
と
を
除
け
ば 、
すべ
て
助
辞
に
よっ
て
行
な
われ、
助
辞
を

無
視
し
て語
の
形
成
を
説
くこ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る。

助
辞
を分
類
す
る
に
は 、
助
辞
が語
を形
成
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

l
屈
折
辞(
文
の
成
分
を
形
成
す
る
辞)

1|」|体
言の
屈
折::::
j
i--:・
j
i--:

格
助
辞
(
が

「
用
言の
屈
折::::::
j
i--::::

接
続
助
辞(
ば

が
最
も
変
化
に
富
ん
で
い
て、
そ
の
規
則
も
厳
格
で
あ
り、
和語
複合・
漢

語・
外
来語
の
語
基
は
そ
の一
部
の
規
則
に
よっ
て語
を形
成
し
て
い
る
と
い

う
と
と
が
で
き
る。

形
態
素
の
種
類
|l助辞の分類
|

果た
し
て
い
る
か
に
よっ
て
行
な
うの
が
妥
当
で
あ
る。
そ
こ
で、
ま
ず
助
辞

が、
ど
の
よ
う
な語
形
に
接
続
す
る
か
と
い
う
点
か
ら
観
察
す
る
と、
助
辞
は

次の
三
類
に分
かれ
る。

-
語
基
にの
み
し
か
付
か
な
い
助
辞
(
屈
折
辞)

2
す
で
に形
成
され
た
語
に
も
付
く
助
辞(
補
助
辞)

3
自
立
し
な
い
結
合
形
式
に
も
付
く
助
辞(
修
用
辞)

そ
し
て、
乙
の
三
類
の
助
辞
を
さ
ら
そ
の
性
質
に
よっ
て
細分
し、
それ
ぞ

れ
に
名
称
を
与
え
る
と、
表5
の
よ
う
にな
る。

各
助
辞の
具体
的
項
目
は 、
大体
に
お
い
て
橋
本
文
法
に
従い 、
次の
もの

を
含
め
た
い 。

を

，、、

と
よ
り
か
り
で)

i乙
と
て
も
けれ
ど
も

な の
り↓lζ
との

でが
し
かしか

り
で↓

一
|

連
用成
分
に
添
加::::・
係
助
辞
(
は

-
添
加
辞
上
ど
の
成
分
に
も
添
加:::
間
投
助
辞
(
ね

「
断
止成
分
に
添
加::::・
終
助
辞
(
ぜ

文法論の構想

も
乙
そ
さ
え

で
も

な
さ

ぞ

て
な(
禁
止)
な(ナ
サ
イ)
わ
↓

↓
や
よ
か
い)

と
も

ぞ
か
ら)

-体言
に
準
用・:
j
i--::

準体
助
辞
(の

助
辞一
l

助
辞
補
助
辞(
文
の
成
分
に
も
付
く
辞)
l
|

準
用
辞

|
[
並
列
し
て体
言
に
準
用:・
並
立
助
辞
(
と
や

カ3

だ
の

や
り
lζ 

な
り

ー
用
言
連体
形
に
準
用:::
準
連体
助
辞(の)

ー
副
用語
に
準
用:
j
i--:

準
副
助
辞
(
な
が
ら

が
て
ら)

ー
用
言
に
準
用::::::
*
動
助
辞
(
だ

>

 

EO

 

表一<一「
修
用
辞(
結
合
形
式
も屈
折
さ
せ
る)

||体
言・
情
墾言・
副
用語
基
の
屈
折:・
*
修
用
助
辞(
に

で
す
-り
'レ
い

-
兼
用
辞
1

添
加と
準
用::・:
j
i--:

副
助
辞
(だ
け
ま
で
ば
か
り

や
ら)

Tよ
ど
か

9 

と



な
お、
橋
本
文法
の助
詞
の
う
ち 、
係助
詞
「ほ
か」・
準体助
詞
「ほ
ど」

・
準副助
詞
「
き
り 、
ま
ま」・
副助
詞
「
ぐ
ら
い」
は
形
式
語と
す
る
の
が

適
当
だ
と
思
うの
で、
右の
表
か
ら
省い
て
お
い
た。

ま
た、
新
た
に
設
けた
「
vT
動助
辞」
と
は 、
存
在
詞
系の助
動詞
(だ 、

で
す 、
ら
し
い)
の
乙
とを
言う 。
そ
し
て、
「vT
修用助
辞」
と
は 、
格
成

分
に
な
ら
な
い
で、
もっ
ぱ
ら
副
用意向を
形
成す
る
?
に」
「l
と」
を
指
す

が、
乙
れ
ら
は
次の
よ
う
に
結
合形
式の
語甘誌を
も
屈
折さ
せ
て
成分を
造
る

とい
う
特
色
が
あ
る 。

八
表6
V

厳ーに
特
1(1 

す
らっ

も
ろーに
ひ
らiに
はつーに

!と
整
然!と
頑lと

こ
の
よ
う
な
語形
成は
明
ら
か
に
屈
折で
あっ
て
派
生
で
は
な
い。
し
た
が

っ
て、
乙
れ
ら
は
派
生
用の

接尾
辞で
な
く 、

屈
折の
機
能を
持つ助
辞と
認

め
た
く

思
うの
で
あ
る 。

どっl》」

10 

語

構

造

の

語は
官三
O同白司自mnr
(説
話の
部
分)
で 、
文の
成分
の
最
小の
形
式で

あ
る 。
そ
し
て、
乙
れ
は
上
述の
語基
や助
辞な
どの
形
態
素
に
よっ
て
構
成

盟 主| ま| 首| 選| 成分

続接
法

呼ぴ 並 連
休法

接続 止終立i 1卦 法 法 !法 法
法け一一

援
動助

助

自指j自 自 準連
体示

辞
助 : 立 立 i 立

間終助
体

終助 並
立

息
動助詰ð コ

活 1 立自
活
用用

生助 並 接助 苗盟 用
立

， . ー至Ei言コー準体

修周 動
準体

格

助動Jlh

動助

立自
ー一一一一「一一一一

ワ 動助 動助

接助 ii : ij間終劫
情
態

1 ・ 百
:助

助動
一一

立自 i i i 立自 冨リ
用
宝ロ五ロ

立自
一一一一

感
動宝関五口



文法論の構想

さ
れ
る 。
文の
成
分を 、

叙述
成
分
連
用
成
分
連
休
成
分
並立
成
分
独
立
成
分

の
五つ
と
し 、
語
構
成の
概
略を
示すと
八
表6
Vの
よ
うに
な
る 。

乙
の
表
はい
さ
さ
か
分か
り
に
くい
と
思
う
が 、
各
語
基の
語
(
成
分)
形
成

法
を
表
に
ま
と
め
た
もの
で
ある 。
その
概
要は
次の
通
りで
あ
る 。

O
「
成
分」
の
欄は 、
叙述
成
分 、
連
用
成
分 、
連
体
成
分 、
並立
成
分 、

独
立
成
分の乙
と
で
ある 。

O
法
は 、
語
基
が
機
能に
応じ
て
と
る
成
分の
形
成
法の乙
と
を一言
う 。
叙

述
成
分
は
大
き
く

終止
法
(直
説
法
?)
と
接
続
法と
に
分か
れる
が 、

そ
れ
ぞ
れにつ
い
て 、
さ
ら
に
種々
の
法
や
態
や
時制
を
記
述
し
な
けれ

ば
な
ら
ない 。
ま
た 、
連
用
成
分の
格
連
用
法と
は
「格
成
分」
の
形
成

法 、
時と
数の
連
用
法と
は
時や
数の
体
言
が
格
成
分と
異
な
る
成
分

(副
詞
的)
に
形
成
さ
れる
場
合を
指
す 。
修
用
連
用
法と
は
「
用
言を

修
飾
する」
の
意で 、
や
は
り
格
成
分と
異な
る
副
詞
的な
連
用
法と
し

て
区
分
する 。

O
体
言の
欄
以
下
は 、
体
言 、
用
言
その
他の
語
基
や
語の
成
分
形
成
法

で
あ
る 。
と
と
に
体
言の
成
分
形
成
法の
具
体
例を
参考ま
で
に
上
げ
る

と
次の
通
りで
ある 。

終
止
法

自
立(
こ
れ

花
?)

間
投
助
辞・
終
助
辞
(
と
れ

花
ね・

刑判 。)

動
助
辞
(

相引判)

接
続
法

動
助
辞
+
接
続
助
辞
(
き
れ
い
な

刑制州判剖)

格
連
用
法

自
立
(
花

咲
い
た
?)

格
助
辞
(
花
が

咲
い
た 。)

時の
連
用
法
自
立
(

例制
早
く
起
き
た 。)

数の
連
用
法
自
立
(
り
ん

ご
を

三
つ

も
ら
っ

た 。)

-

h
修
用

討す準
副
助
辞
(

割引

感
心
し
た 。)

修
用
助
辞
(
露

と
消
え
る 。
金
色
に
光
る)

並
立
法

自
立
(
月・
雪・
花)

並
立
助
辞
(
月
と
雪
と
花)

呼
び
掛
け
法

自
立
(
花

咲
け
!)

終
助
辞
(
花
よ

咲
け
!)

独
立
成
分の
接
続
法
体
言に
派生
し
た
指
示語
基+
助
辞
(そ
れで 、

引判制引)

O
用
言
以
下の
成
分形
成
法
も
右に
な
らっ
て
理
解
して
ほ
しい
が 、
次

にい
くつ
か
を
補
足
して
お
く 。

用
言
の
終
止
法

準
体
助
辞
+
動
助
辞
(

矧け叫割引)

用
言
の
格
連
用
法

準
体
助
辞
+
格
助
辞
(
行
く
の
が

い
や
だ 。)

情
態
言
の
終
止
法

自
立
(
乙
れ

削司
?)

関
投
助
辞・
終
助
辞(
そ

れ
は

は
で
ね 。)

O
かっ
乙
宇佐
付
けた
もの
は 、
用例
が
ある
に
は
ある
が 、
特
定の
語
基

-も
し
く
は
語につ
い
て
言え
るこ
とで 、
一
般
的な
規
則と
はい
え
ない

語の
形
成
法で
あ
る 。
た
と
え
ば 、
副
用
語の
終止
法
「
直ぐだ ・
直ぐ

判 。」
(
動
助
・

間
終助) 、
接
続法
「
直
ぐ
間制」
(
動
助1
接
助) 、
およ

び
独立
成
分の
用
言の
接
続
法
「
すると 、
して」
(活
用・
接助)
と

いっ
た
類で
ある 。

以上
は 、
各語
基
によ
る
成
分
形
成
法と
各語の
成
分分
担の
概
略で 、
成

分つ
ま
り
語の
構
造
を
記
述
する
に
は 、
こ
の
よ
うな
手
続き
が
必
要で
ある

と
思
う 。

(
な
お 、
蛇
足
で
あ
る
が 、
も
し
語
に
品
詞
名
を
与
え
る
と
す
れ
ば、
体
言

に
よ
っ

て

構
成
さ

れ
た
語
を
「
名
詞」
「
数
詞」
「
代
名
詞」 、
用
言
に
よ
る
語一

を
「
動
詞」 、

形
容
語
基
に
よ
る
語
を
「
形
容
詞」 、

情
態
言
に
よ
る
語
を
「
情

態
詞」 、
副
用
語
に
よ
る
語
を
「
副
詞」
「
連
体
詞」
「
接
続
詞」 、
感
動
語
に
よ

る
語
を
「
感
動
詞」
と
し
た
い 。
口問
詞
は 、

文
の
成
分
が
ど
う
い
う
語
基
か
ら

11 



形

成

さ

れ

て

い

る

か

と

い

う

語

の

形

態

の

種

類

と

考

え

る

。

し

た

が

っ

て

、

「

今

に

先

に

」

「

制押

し

て

追

っ

て

」

は

副

詞

と

せ

ず

、

名

詞

お

よ

び

動

詞

の

修
用
連
用
法
と

見
る

。)

成
分
の
構
造
|形式語の付た複合成分の
例
11

これ
ま
で 、
語
を
文の
成
分
の
最
小の
単
位
と
規
定
し
て
きた
が、
文の
成

分
に
は
二
語
以
上
か
らな
る
「
句」(司rH80)
や
「
節」(nE
50)
な
ど
が
あ

る
と
と
は言
う
ま
で
もな
い 。
文
法
論
で
は 、
と

の
よ
うな
大
きな
成
分
の
構

造
も
記
述
し
な
けれ
ばな
らな
い
が、
乙
乙
で
は
統語
論
に
お
け
る
成
分
研
究

の一
つ
の
見
本
と
し
て 、
尋問
+
形
式語」
と
い
う
形
式
を
持つ
複
合成
分
の

表
を
掲
げ
る
と
と
に
す
る。
形
式語
は 、
本
来
自
立
す
る
可
能
性
を
持つ
語
基

で
あ
る
が、
辞
的
機
能
を
おび
て
文
法
的
に
は
「語
+
形
式語」
で一
成
分
を

形成
す
る。
機
能
的
に
は
各
種の
辞
と
よ
く

対
応
し、
辞の
不
足分
を
補っ
て

い
る
観
が
あ
る。
以
下の
例
は
傍
線の
部分
が形
式語
で
あ
る
が、
二
者の
複

合
し
た
もの
を一
成
分
と
認
めな
けれ
ばな
らな
い 。

-
接
辞
的
用
法
五
日l
同川口
十分1
制
瞬
く1
問削
理
解1
引

引
(l

削剖副

司剖引)

2
補
助
的
用
法
そ
の1
後
(1
時
剣
1

剣)
見
て1
川
副
(l
叶引

ー

お

く

!

や

る

1

し

ま

う

)

3
準体
助
辞
的
用
法
行
くlこ
と
が

乗
るl方
が

(1
剛
l

州刑
l

前)

4
副
助
辞
的
用
法
私l

附別刷
私
に1
附引

明
治
よ
りl

凶削叫

5
準
副
助
辞
的
用
法
行っ
たー
ま
ま

ー

よ

っ

て

l

と

っ

て

)

知
る1
術
も

明
治l
以
前
よ
り

社
会
に!

刺川司(l

州叫引

来
たi

制叫叫(1

剖叶刻

6
接
続
助
辞
的
用
法
言
う'ど
と
ろ
か

!

と

と

ろ

で

ー

も

の

を

)

7
準
述
休
助
辞
的
用
法
人
間と1い
う
|(

動
物)

る
(

川矧引p
l

よ
る)

8
終
助
辞
的
用
法
奇
麗で
す!こ
と
面
白い
ん
で
す
もの

か
Jし
ら

9
動
助
辞
的
用
法
行
く1
ょ
う
だ
(lそ
う
だ)
花
でl
あ
る(1ど

ざ

い

ま

す

!

な

い

)

以
上 、
現
在
考
え
て
い
る
文
法
論の一
端
を
述べ
さ
せ
て
頂い
た。
ど
批
判

を
頂
けれ
ば
幸
い
で
あ
る。

12 
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和
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十
八
年
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三
日
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